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 セミたちの賑やかな声を聞きながら、毎朝汗だくで出勤しています。 

実は健康のために電動自転車から普通車に乗り換えました。1 週間は筋

肉痛(笑)まだまだ子供達の若いパワーをすいとりながら頑張りますよ～♡ 

保護者の皆様もこの暑さ…(^_^;)大変だとは思いますが、健康第一でこの

夏を乗り切っていきましょう～♡ 

 

 全園児が遊戯室に大集合(0歳 1歳は 2階のギャラリーからの参加) 

♪もったいないことしてな～いか～い♪ともったいない音頭をみんなで踊

って夏祭りのスタートです。遊戯室では 5 歳さんの作った船屋さん、2 階で

は的あて屋さんや海の世界が楽しめるお店屋さんが準備されていました。

他にも魚釣りやボーリング、お面やヨーヨー釣り、コイン落とし、宝探しに輪

投げ、ピタゴラスイッチにフードコート等々。。。 

どのお店も楽しくて、子供達の表情はキラキラしていました。勿論、乳児さ

んたちも楽しめる遊びのコーナー(ジュース屋さん、金魚すくい、ボーリン

グ、ボール入れ、わなげ、おみこし)もあり、大興奮の一時でした。 

 子供達のニコニコ・キラキラの姿や、職員の汗だくの笑顔を見ながら、こ

れまでのコロナ禍の 3年間を振り返り、改めてこうしてみんなが集まって楽

しむ行事には楽しい中に学びがいっぱいあるなと感じました。 

例えば…【乳児】は、自分のお部屋とは違う場所で先生や友達と一緒に楽

しむ。自分で遊びを見つける。楽しい経験を味わう。【幼児】は、たくさんの

お客さん(友達)がいる中で順番に並んで待つ。 

ルールを守る楽しさを知る。他の学年の遊びに 

参加して刺激をもらう。年下の友達にわかりや 

すく遊びを説明し、自分たちの作った遊びを楽 

しんでもらう。年下の子に優しく接する等々、そ 

れぞれの子供達の姿や成長を見ながら、全職 

員が目を細めた 1日となりました。 

  

〇〇〇八尾北高校との交流〇〇〇 
 八尾北高校とも交流が再開です。今回は 1 歳・2 歳・3 歳の子供達が高校生のお兄さん・お姉さん

達と触れ合って遊びました。大きいお姉ちゃん達にちょっぴり後ずさりする子や、「抱っこだっこ～」と

甘える子、様々な姿を見せてくれました。短い時間ではありましたが、普段の子供達の様子をみても

らったり、一緒にどろんこになって遊んでもらったりと、子供達にとって様々な人とかかわり優しくされ

る心地よさを感じていました。また、高校生たちも終始「かわいい～♡かわいい～♡」と目がハートに

なっていました。次回の交流会も互いに実りある交流にしていきたいです。 

 

☆☆☆学習会☆☆☆ 

 月に 1回午後 5時 30分から、職員が全員集合し、学習会を行っています。(保育担当の職員は途

中参加です)毎月、研究コーディネーターを中心に、学習会の内容を考え、保育の質の向上を目指し

ています。ちなみに、6 月の学習会では「人権教育・保育について」と題し、８つのグループにわかれ

て、具体的な保育の中での“人権”を学び合いました。 

例）①制作活動で子供が描いた作品を見て「そこ違うよ。もう 1枚描いてみる？」と描き直すようには 

たらきかけるのはどうか ⇒ 子供が自ら描いた作品を否定するのではなく、子供の自由な

発想を認めるかかわりをすることで意欲が育まれる。 

  ②子供が保育者に話しかけた際「今忙しいから後にしてね」というのはどうか ⇒ 子供が話そう 

とした時はできるだけ耳をかたむけるようにしよう。すぐに対応できない状況であった場合に

は、後で必ず「さっきは何だった？すぐに聞けなくてごめんね」と聞くことが大事。「先生に話を

聞いてもらえて嬉しい、また話したい」と子供が感じることが信頼関係の構築に繋がる。   

などなど他にもたくさんの事例で学び合いました。 

 そして、それぞれのグループで、子供を真ん中に互いに話し合える関係性を築いていきたい。 

子供ファーストで！！人権は人それぞれの感覚だが、互いに磨き合える職員集団でありたい。とみ

んなで共有し合いました。毎月の学習会を楽しみながら深い学びをし、職員の「なるほど！明日から

も頑張ろう」と思える内容にこれからも努めていきます。 

 

 

 

お子さんはお祭りの話をしていましたか？「祭りどうやった？」と聞くときっと「面白かった！」と答え

ると思います。そこで例えば…「面白かったんや～いいな～(共感)どのお店が一番面白かった

ん？」と更に聞いてあげてください。「お船屋さん」と答えたなら「え？園が海になったの？」など話

が膨らむようなツッコミをしてみてください(例えばですよ。)始めは単語でもこのような会話を積み

重ねることで、自分が経験して感じたことを伝えられる力になります。そしてそれらはコミュニケー

ション力にも繋がります。忙しい中、お子さんの世界を会話を通して一緒に楽しんでくださいね♡ 

◇夏 祭 り◇ 


